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社会が求めていて、私たちに足りない「力」はなにか？ 

 
 ７月１日から求人受付が始まり、７月１３日には１０００件を超え、８月２８日は１４３３件

に到達しました。しかし、ここでわかってほしいのは求人が多いから内定も多いとは限らないと

いうことです。君たちが求人を選ぶのではなく、会社が君たちを選んでいるのです。努力なくし

て内定はありません。来週から前期末考査が始まります。例年とは違う今年、君たちの本気が試

される時です。 

 さて、今回は題名にも書いた、足りない「力」について話していきます。 

① 社会人になったらどんな「力」が必要？ 

 よく「今、勉強しているのって社会で使うの？」と生徒に聞かれるが、その考え方自体が社会

に出てからの生き方に大きく関わってくると思う。基礎的な学力や専門的な知識をもっている

ことはもちろん、それらをうまく活用していく力も必要だと言われている。経済産業省ではそれ

を「社会人基礎力」と呼び、具体的に次の３つの能力をあげている。 

 

「前に踏み出す力(アクション)」１つめは、一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力。 

そんな力が発揮される高校生活の場面とし

て、例えば、部活動で試合に負けた時を思い浮

かべてほしい。ただやるのではなく、次の試合

で勝つために自ら進んで練習メニューを改善

し、周りの部員を巻き込んで粘り強く努力し

ていく。この力があれば社会に出て失敗して

も乗り越えることができます。 

 

 

「考え抜く力(シンキング)」２つめは、目の前のことに疑問をもち、考え抜く力。 

 この力のある人は、例えば、校則に不満が

ある時も、ただ文句を言うだけではないだろ

う。その校則にどんな問題があり、どう校則

を変えるとよいのかを考え、生徒総会で働き

かけるはずです。社会でも、「例年通りでいい

や」ではなく、常に自分で問題点をみつけて

改善していくことができるはずだ。 
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「チームで働く力(チームワーク)」３つめは、様々な個性を持つ人たちと共に、目標に向けて協 

力する力。 

 この力を持っていれば、文化祭で、クラス全員で出し物をする時、好みや考え方が人によって

バラバラである。それでも、自分の意見をきちんと伝え、人の意見にも耳を傾けながら、まとめ

上げて良い出し物が作れるだろう。社会でも、目標に向けて共に協力し成功させることができる

人間になります。 

② 人生１００年時代に求められる社会人基礎力 

 実は、以上の３つは、経済産業省が２００６年に、ニートなどの若年無業者が社会問題化しで

きたものである。そして時は流れ、２０１８年。日本は健康寿命が世界一の長寿を迎え、今度は

「人生１００年時代における社会人基礎力」というものができた。考え方は、以上の３つの能力

は変わらず、新たに以下の３つの視点が加わった。 

 

「何を学ぶか(学び)」何を学ぶべきか自分自身で考え、学び続ける力 

「どのように学ぶか(組み合わせ)」多様な体験・経験、能力、キャリアを組み合わせ統合する力 

「どう活躍するか(目的)」自己実現や社会貢献に向けて行動する力 

 

人生１００年時代において、「時代やライフステージに応じて、常に学び続け、自らを振り返

りながら、必要なスキルをアップデートしていく」ことが求められる。ようするに、「今、勉強

しているのって社会で使うの？」と言うのは、今、学ぶこと

をやめてしまったら、これから先も学ぶことをしないと言

うことだ。 

就職がゴールではありません。社会人のスタートです。

その前に、社会人基礎力のスキルを高校生のうちから磨い

ていきましょう。自分のキャリアを創り上げるのは自分自

身だということを忘れず、新たな一歩を踏み出しましょう。 

 

９月の進路に関する行事 

２年生 １５日（火）進路職業適性検査 

 

９月実施の検定等 

１１日（金）基礎製図検定 


